
子 ど も 家 庭 福 祉
（選択式 20 問）

指示があるまで開かないこと

解答用紙記入上の注意事項

１　解答用紙と受験票の受験番号が同じであるか、カナ氏名・科目名を確認し、誤り

がある場合は手を挙げて監督員に申し出ること。

２　漢字氏名を必ず記入すること。

３　解答用紙は、折り曲げたりメモやチェック等の書き込みをしないこと。

４　 鉛筆またはシャープペンシル（ＨＢ～Ｂ）で、濃くはっきりとマークすること。  

正しく記入・マークされていない場合は、採点できないことがあります。

（良い例）・・・　 　（濃くマークすること。はみだしは厳禁）

（悪い例）・・・　

５　各問に対し、２つ以上マークした場合は不正解とする。
６　訂正する場合は、「消しゴム」であとが残らないように消すこと。

R5　後・地AP-4　子ども家庭福祉

令和５年　保育士試験（後期）及び
国家戦略特別区域限定保育士試験問題



1 R5　後・地AP-4　子ども家庭福祉

問１　次の文は、「児童の権利に関する条約」第 23 条の一部である。（　Ａ　）～（　Ｃ　）にあて

はまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

締約国は、精神的又は身体的な障害を有する児童が、その（　Ａ　）を確保し、（　Ｂ　）を促進

し及び（　Ｃ　）を容易にする条件の下で十分かつ相応な生活を享受すべきであることを認める。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ

１ 尊厳 社会参加 自立

２ 幸福 自立 意見表明

３ 幸福 意見表明 社会への積極的な参加

４ 尊厳 自立 社会への積極的な参加

５ 尊厳 社会参加 意見表明

問２　次のうち、日本の児童福祉の歴史に関する記述として、不適切なものを一つ選びなさい。

１　糸賀一雄は、第二次世界大戦後の混乱期に「近江学園」を設立し、園長に就任した。その後「び

わこ学園」を設立した。「この子らを世の光に」という言葉を残したことで有名である。

２　野口幽香らは、東京麹町に「二葉幼稚園」を設立し、日本の保育事業の草分けの一つとなった。

３　岩永マキは、1887（明治 20）年に「岡山孤児院」を設立した。

４　日本で最初の知的障害児施設は、1891（明治 24）年に石井亮一が設立した「滝乃川学園」である。

５　留岡幸助は、1899（明治 32）年に東京巣鴨に私立の感化院である「家庭学校」を設立した。
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問３　次の図は、「令和３年度福祉行政報告例の概況」（2023（令和５）年　厚生労働省）の 2021

（令和３）年度中の児童相談所における相談の種類別対応件数の状況である。（　Ａ　）・（　Ｂ　）

にあてはまる相談種別の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

【図】児童相談所における相談の種類別対応件数

（　Ｂ　）

保健相談

283,001 件

31,676 件

（　Ａ　）

その他の相談

203,619 件

1,441 件

41,534 件

10,690 件

（組み合わせ）

Ａ Ｂ

１ 育成相談 障害相談

２ 育成相談 養護相談

３ 養護相談 障害相談

４ 養護相談 育成相談

５ 養護相談 非行相談



3 R5　後・地AP-4　子ども家庭福祉

問４　次の文は、「子どもの貧困対策の推進に関する法律」第２条の一部である。（　Ａ　）～

（　Ｃ　）にあてはまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

・　子どもの貧困対策は、社会のあらゆる分野において、子どもの年齢及び発達の程度に応じて、そ

の（　Ａ　）が尊重され、その最善の利益が優先して考慮され、子どもが心身ともに健やかに育成

されることを旨として、推進されなければならない。

・　子どもの貧困対策は、子ども等に対する（　Ｂ　）の支援、生活の安定に資するための支援、職

業生活の安定と向上に資するための就労の支援、経済的支援等の施策を、子どもの現在及び将来が

その生まれ育った環境によって左右されることのない社会を実現することを旨として、子ども等の

生活及び取り巻く環境の状況に応じて包括的かつ早期に講ずることにより、推進されなければなら

ない。

・　子どもの貧困対策は、国及び（　Ｃ　）の関係機関相互の密接な連携の下に、関連分野における

総合的な取組として行われなければならない。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ

１ 権利 教育 地方公共団体

２ 権利 自立 地方公共団体

３ 意見 教育 保護者

４ 意見 教育 地方公共団体

５ 意見 自立 保護者
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問５　次のＡ～Ｅは、子ども家庭福祉に関する法律である。これらを制定年の古い順に並べた場合の

正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　母子保健法

Ｂ　児童買春、児童ポルノに係る行為等の規制及び処罰並びに児童の保護等に関する法律

Ｃ　少子化社会対策基本法

Ｄ　少年法

Ｅ　児童福祉法

（組み合わせ）

１　Ａ→Ｅ→Ｄ→Ｃ→Ｂ

２　Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｅ→Ｃ

３　Ｄ→Ｅ→Ａ→Ｂ→Ｃ

４　Ｅ→Ａ→Ｄ→Ｃ→Ｂ

５　Ｅ→Ｄ→Ａ→Ｂ→Ｃ

問６　次の文は、「男女共同参画白書　令和４年版」（2022（令和４）年　内閣府）の一部である。

（　Ａ　）～（　Ｄ　）にあてはまる語句の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

家族の姿の変化を見てみると、昭和 55（1980）年時点では、全世帯の６割以上を「（　Ａ　）

（42.1％）」と「（　Ｂ　）（19.9％）」の家族が占めていた。令和２（2020）年時点では、「（　Ａ　）」

世帯の割合は 25.0％に、「（　Ｂ　）」世帯の割合も 7.7％に低下している一方で、「（　Ｃ　）」世帯の

割合が 38.0％と、昭和 55（1980）年時点の 19.8％と比較して２倍近く増加している。また、子供の

いる世帯が徐々に減少する中、「（　Ｄ　）」世帯は増加し、令和２（2020）年に「（　Ｂ　）」世帯の

数を上回っている

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

１ 夫婦と子供 夫婦のみ 単独 ３世代等

２ 夫婦と子供 ３世代等 単独 ひとり親と子供

３ 夫婦と子供 ３世代等 ひとり親と子供 夫婦のみ

４ ３世代等 夫婦のみ 夫婦と子供 ひとり親と子供

５ ３世代等 夫婦と子供 夫婦のみ ひとり親と子供
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問７　次のうち、「令和４年版　厚生労働白書」（2022（令和４）年９月　厚生労働省）の保育人材に

関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせを一つ選び

なさい。

Ａ　2020（令和２）年 10 月１日現在、保育士の登録者数は、150 万人を超えている。

Ｂ　保育士資格を有しながら保育所等で働いていない潜在保育士数は、2011（平成 23）年から 2020

（令和２）年まで毎年減少している。

Ｃ　保育士として就業した者が退職した理由として最も多いのは「職場の人間関係」である。

Ｄ　潜在保育士が保育士として就業を希望しない理由として最も多いのは「賃金が希望と合わない」

である。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　×　○

２　○　○　×　×

３　○　×　○　○

４　×　○　○　×

５　×　×　○　○

問８　次の文は、ある児童福祉施設の目的に関する記述である。該当する児童福祉施設として、正し

いものを一つ選びなさい。

不良行為をなし、又はなすおそれのある児童及び家庭環境その他の環境上の理由により生活指導等

を要する児童を入所させ、又は保護者の下から通わせて、個々の児童の状況に応じて必要な指導を行

い、その自立を支援し、あわせて退所した者について相談その他の援助を行う。

１　児童自立支援施設

２　児童養護施設

３　児童厚生施設

４　児童家庭支援センター

５　児童心理治療施設
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問９　次のうち、「令和３年（2021）人口動態統計（確定数）の概況」（2022（令和４）年　厚生労働

省）に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせを一

つ選びなさい。

Ａ　2021（令和３）年の婚姻件数は、2020（令和２）年に比べて増加している。

Ｂ　2021（令和３）年の出生数は、2020（令和２）年に比べて減少している。

Ｃ　2021（令和３）年の離婚件数は、2020（令和２）年に比べて増加している。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　○　×

３　○　×　○

４　×　○　×

５　×　×　×
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問 10　次のうち、「新子育て安心プラン」（2020（令和２）年 12 月 21 日　厚生労働省発表）に関す

る記述として、不適切なものを一つ選びなさい。

１　2021（令和３）年度から 2024（令和６）年度末までの４年間で約 14 万人分の保育の受け皿を整

備する。

２　必要な方に適切に保育が提供されるよう、地域の課題を丁寧に把握しつつ、地域の特性に応じた

支援を実施する。

３　保育士が生涯働ける魅力ある職場づくりを推進するとともに、職業の魅力を広く発信する。

４　できるだけ早く待機児童の解消を目指すとともに、男性（25～ 44 歳）の就業率の上昇に対応する。

５　幼稚園・ベビーシッターを含めた地域のあらゆる子育て資源を活用する。

問 11　次のうち、「民法」の一部として、正しいものを○、誤ったものを×とした場合の正しい組み

合わせを一つ選びなさい。

Ａ　親権を行う者は、子の財産を管理し、かつ、その財産に関する法律行為についてその子を代表す

る。ただし、その子の行為を目的とする債務を生ずべき場合には、本人の同意を得なければならない。

Ｂ　親権を行う者は、子の利益のために子の監護及び教育をする権利を有し、義務を負う。

Ｃ　親権を行う者は、監護及び教育のため、その子を懲戒することができる。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　○　×

３　○　×　○

４　○　×　×

５　×　×　○
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問 12　次のうち、障害児入所施設に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×とした

場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　福祉型障害児入所施設は、入所児童の保護、日常生活の指導及び独立自活に必要な知識技能の付

与を目的としている。

Ｂ　医療型障害児入所施設には、「医療法」に規定する病院として必要な設備のほか、訓練室及び浴

室を設けることとされている。

Ｃ　「令和３年社会福祉施設等調査の概況」（2022（令和４）年 12 月　厚生労働省）では、2021（令

和３）年 10 月１日現在、福祉型障害児入所施設の在所者数（人）は、医療型障害児入所施設の在

所者数（人）より多くなっている。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　○　×

３　○　×　×

４　×　○　○

５　×　○　×
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問 13　次のうち、外国籍や外国にルーツをもつ家庭の子どもの保育に関する記述として、適切なも

のを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　保育士は、それぞれの文化の多様性を尊重し多文化共生の保育を進めていくことが求められる。

Ｂ　保育士は、特別な配慮を必要とする家庭の場合には、状況等に応じて個別の支援を行うよう努め

ることが求められる。

Ｃ　保育士は、子どもの家庭の文化や宗教、生活習慣など、どの家庭にもあるそれぞれの文化を尊重

する必要がある。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　○　×

３　○　×　○

４　×　○　○

５　×　×　×
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問 14　次の【事例】を読んで、【設問】に答えなさい。

【事例】

児童養護施設で勤務するＷ保育士（女性）は、虐待を受けて入所しているＲさん（12 歳、女児）

を担当している。施設での生活の中で職員に反抗的な態度をとることもあり、どのように対応してい

くべきか検討が続いていた。ある日、Ｒさんから、「絶対に誰にも言わないでほしい」と前置きされ

た上で、夜間ひとりでいる時にＸ児童指導員（男性）が、性的な話をしてくると相談された。Ｘ児童

指導員はＷ保育士の先輩にあたり、Ｗ保育士も頼りにしてきた存在だった。

【設問】

次のうち、Ｗ保育士の対応として、適切なものを一つ選びなさい。

１　反抗的な態度をとることもあるＲさんの発言は、Ｘ児童指導員への嫌がらせであると考え、Ｒさ

んの問題行動として記録に残す。

２　「誰にも言わないでほしい」というＲさんの意向を尊重し、相談内容はＷ保育士の胸の内にとど

める。

３　被措置児童等虐待の疑いがあるため、速やかに児童相談所に通告する。

４　児童養護施設内でのことを外部に話すことは守秘義務違反となるため、施設内での情報共有にと

どめる。

５　Ｘ児童指導員は信頼できる先輩であるため、Ｒさんの発言内容をまずはＸ児童指導員に確認する。

問 15　次のうち、被措置児童等虐待の予防のための取り組み例として、不適切なものを一つ選びな

さい。

１　職員のメンタルヘルスに対する配慮

２　「子どもの権利ノート」の作成、配布

３　ケアの孤立化・密室化の防止

４　第三者による定期的な意見聴取の機会の設定

５　問題行動をとる児童の早期の措置解除
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問 16　次のうち、「児童福祉法」の保育士に関する記述として、適切なものを○、不適切なものを×

とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ　保育士は、専門的知識及び技術をもって、児童の保育のみをおこなう。

Ｂ　保育士は、正当な理由がなく、業務に関して知り得た秘密を漏らしてはならない。

Ｃ　保育士でない者が保育士の名称を使用することは禁じられている。

Ｄ　保育士は、保育士の信用を傷つけるような行為をしてはならない。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　×　○

２　○　○　×　×

３　○　×　○　○

４　×　○　○　○

５　×　×　○　○

問 17　次のうち、「児童発達支援ガイドライン」（平成 29 年７月 24 日　厚生労働省通知）に盛り込

まれた提供すべき支援として、適切なものを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合わせ

を一つ選びなさい。

Ａ　発達支援

Ｂ　家族支援

Ｃ　地域支援

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ

１　○　○　○

２　○　○　×

３　○　×　○

４　○　×　×

５　×　×　×
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問 18　次のうち、児童扶養手当制度に関する記述として、不適切なものの組み合わせを一つ選びな

さい。

Ａ　児童扶養手当の目的は、父または母と生計を同じくしていない児童が育成される家庭の生活の安

定と自立の促進に寄与するため、当該児童について児童扶養手当を支給し、児童の福祉の増進を図

ることである。

Ｂ　各年度の福祉行政報告例（厚生労働省）を見ると、児童扶養手当受給者総数は 2012（平成 24）

年度末を境に減少に転じている。

Ｃ　「令和３年度　全国ひとり親世帯等調査結果報告（令和３年 11 月１日現在）」（2022（令和４）年　

厚生労働省）によると、児童扶養手当の受給状況は、母子世帯の母では「受給している」が

46.5％、父子世帯の父では 69.3％となっている。

Ｄ　児童扶養手当は、２か月分ずつ年６回支払われる。

Ｅ　児童手当を受給している場合、児童扶養手当を受給することはできない。

（組み合わせ）

１　Ａ　Ｂ

２　Ａ　Ｃ

３　Ｂ　Ｄ

４　Ｃ　Ｄ

５　Ｃ　Ｅ
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問 19　次の【Ⅰ群】の地域子ども・子育て支援事業の概要と【Ⅱ群】の事業名を結びつけた場合の

正しい組み合わせを一つ選びなさい。

【Ⅰ群】

Ａ　子ども及びその保護者が、確実に子ども・子育て支援給付を受け、及び地域子ども・子育て支援

事業その他の子ども・子育て支援を円滑に利用できるよう、子ども及びその保護者の身近な場所に

おいて、地域の子ども・子育て支援に関する各般の問題につき、子どもまたは子どもの保護者から

の相談に応じ、必要な情報の提供及び助言を行うとともに、関係機関との連絡調整等を総合的に行

う事業

Ｂ　養育支援が特に必要であると判断した家庭に対し、保健師・助産師・保育士等がその居宅を訪問

し、養育に関する指導、助言等を行うことにより、当該家庭の適切な養育の実施を確保することを

目的とする事業

Ｃ　保護者の疾病その他の理由により家庭において養育を受けることが一時的に困難となった児童に

ついて、児童養護施設その他の施設に入所させ、または里親やその他の者に委託し、当該児童につ

き必要な保護を行う事業

Ｄ　乳児または幼児及びその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談、情報

の提供、助言その他の援助を行う事業

Ｅ　家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児を、主として昼間において、保育

所、認定こども園その他の場所において、一時的に預かり、必要な保護を行う事業

【Ⅱ群】

ア　地域子育て支援拠点事業

イ　養育支援訪問事業

ウ　利用者支援事業

エ　子育て短期支援事業

オ　一時預かり事業

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ　Ｅ

１　ア　イ　エ　オ　ウ

２　ア　ウ　オ　イ　エ

３　ウ　イ　ア　エ　オ

４　ウ　イ　エ　ア　オ

５　ウ　エ　イ　ア　オ
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問 20　次の【事例】を読んで、【設問】に答えなさい。

【事例】

５月中旬の月曜日に、放課後等デイサービスに勤めるＫ保育士は、Ｙ君（６歳、男児）のランドセ

ルや手提げ袋に、何日も洗濯をしないで汚れたままの給食袋や体操服が入っているのを見かけた。Ｋ

保育士はこれまでもＹ君の荷物や身なりについて同様なことがあり気になっていた。今回の件で、不

審に思ったＫ保育士はＹ君に汚れたままの給食袋や体操服が入っていることを尋ねると、Ｙ君はあま

り話したくない様子であった。しかし、しばらくするとＹ君は「週末はよく家にひとりでいることが

多い」と答えた。

【設問】

次のうち、Ｋ保育士の対応として、適切なものを○、不適切なものを×とした場合の正しい組み合

わせを一つ選びなさい。

Ａ　不衛生なので汚れた給食袋や体操服を廃棄する。

Ｂ　Ｙ君の状況を放課後等デイサービスの管理者に報告し、他の職員と情報を共有する。

Ｃ　何日も洗濯していない給食袋や体操服があることについて、Ｙ君を叱責する。

Ｄ　すぐにＹ君の保護者を呼び出し、給食袋や体操着を洗濯していないことを厳しく指導する。

（組み合わせ）

　　Ａ　Ｂ　Ｃ　Ｄ

１　○　○　○　○

２　○　○　×　×

３　×　○　×　×

４　×　×　○　○

５　×　×　×　○


